
OpenPLANET対応
とこはる給液装置Ⅱ





〔ＥＣセンサ（給液装置内）〕 ①側面のネジを外す。

②ＥＣセンサを取り出す。 ③ＥＣセンサの先を回し、カバーを外す。

④検知部のぬめりを拭き取る。

ＥＣセンサー

－　１　－



ここを見ていると、原液が流れ始めるのが
分かります。

（左側も同じです。）

出口側のここを緩めると、更にエアーが抜け
やすくなります。エアーが抜けたあとはしっかり締付け
てください。
（左側も同じです）

エアー抜き時、ここの金属部分に液肥がかかった場合は、きれいにふき取った後、潤滑剤等を
スプレーしておいて下さい。
（そのままで放置すると、錆びが発生して故障お原因となります）

－　２　－

（１）原液ラインのエアー抜き方法

使用開始直後および原液を溶く時など、原液配管ラインにエアーをかむと原液が注入されません。
原液ラインのエアーがある場合は、下記の手順でエアー抜きを実施して下さい。

①給液コントローラの「自動／手動」スイッチを「手動」とする。
②電磁弁１を手動スイッチで開する。

　　　　（電磁弁を開せずに原液ポンプを長時間廻すと、配管内に圧力がかかります）
③原液ポンプを手動スイッチでＯＮする。
④１分ほど運転するとエアーが抜けます。

　　　　（エアーの状況は、原液ポンプ入口の透明チューブの箇所で確認して下さい。）



（２）原液ポンプ内蔵のポペットバルブ清掃方法

原液ポンプを廻してもエアーが抜けない場合や原液が注入されない場合は、原液ポンプ内のポペット
バルブを下記の手順で点検、清掃して下さい。

①給液コントローラの「自動／手動」スイッチを「手動」とする。
②原液ポンプ入口ラインの原液弁を閉する。

　　　　　（原液ポンプ点検時に原液が溢れ出すのを防ぐためです）
③原液ポンプの吸込側のバルブを、ホース接続口とともにネジを緩めて外す。
④ポペットバルブ（ゴム）を点検するとともに、きれいな水でゴミを洗い流す。
⑤以下同様に吹出側も点検・清掃します。（計４個）

ここを廻して取り外す

吹出側

吸込側

ここに、ペポットバルブとＯリングがある
ので、取り外して下さい。

右側の吸込側のネジを外した状態。

 

●吸込側と吐出側では、ペポットバルブの向きが逆ですので、点検・清掃後に組み込む場合は注意して
下さい。（吸込側：突起が手前、吐出側：突起が奥、Ｏリングは両方ともバルブの手前です）

－　３　－



 

 

ポペットバルブの外観
ここにゴミや異物が無いか点検し、
十分に水で洗い流して下さい。

ゴムに亀裂や破損がある場合は交換となります。

点検・清掃時、ここの金属部分に液肥がかかった場合は、きれいにふき取った後、潤滑剤等をス
プレーしておいて下さい。
（そのままで放置すると、錆びが発生して故障お原因となります）

－　４　－



②内部にはフィルタが見える。
③メッシュを取り出して、きれいな水で洗って下さ
い。

①フィルター上部のエアー抜き弁を開し、フィルタ
ー下部の排水弁を開して、フィルター廻りの水を抜
いて下さい。

②フィルターのカバーを外して下さい。

－　５　－



〔電磁弁〕 ①上部のネジを外す。

②電磁弁の上部を取り出す。 ③弁の"ぬめり"を拭き取る。

④下部のシール部のぬめりも拭き取る。 ⑤柔らかいブラシ等でフィルターを清掃する。

－　６　－



①コイル部のハンドルを左に廻し緩める。 ②コイル部を更に廻して完全に取り外す。

③コイル内部と弁側の内部を確認する。
　（異物が無いか？汚損していないか？）

－　７　－



上部に鳥の糞等でや汚れがつきますので柔らかいフキン
等で清掃してください。

 

－　８　－



①原水タンクの水位が給水ポンプより高いことを確
認し、バイパス弁を全閉にする。

② バイパス弁上部のエア抜き弁を開き
エアーを抜く。　 （約２０秒程度）

③同様にフィルター上部のエア抜き弁を
開きエアーを抜く。

 

④バイパス弁を全閉にし、給液ポンプを回し、流量
が確認できればエア抜き完了。
（その後、給液ポンプをＯＦＦ）★

⑤バイパス弁を全閉にし、給液ポンプを回し、流量
が確認できればエア抜き完了。
（その後、給液ポンプをＯＦＦ）★

＜注意＞
正常動作確認後はバイパス弁で必ず
給液圧力を調整して下さい。

－　９　－



・リセットボタンを押すと”カチッ”と
音がして復帰します。

リセットボタン

ポンプ

－　１０　－



③配管接続部に緩みがないか確かめる

①六角レンチでネジを緩める。 ②ストロークの目盛りを基準線に
合わせ、六角レンチを使いネジで固定する。
（両方のストローク調整を行う。）

ストロークの目盛り基準線

－　１１　－



⑤出入口部を外します。

③上部の固定ネジを外します。　　　　　　　　　　 ④ベローズを引き出します。

⑥ベローズを廻して取り外します。

⑦ベローズ交換後、逆の手順で組み立てて下さい。

－　１２　－


